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建築施工実習Ⅰ、構造力学Ⅰ・Ⅱ、構造設計Ⅰ、建築構造実験　習得後

実習を通じて構造力学・設計・構造実験等に関する総合的な理解力が向上する。
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【課題実習の前提となる科目または知識、技能・技術】

　最近の建築現場においては、耐力壁に構造用合板を釘打ち張りする場合、様々な形状規
格の合板が用いられています。しかしながら、合板の形状とその張り方が耐力壁の構造性
能に及ぼす影響は、未だ明らかになっていないのが現状です。本課題では、構造用合板の
張り方が耐力壁の面内せん断性状に及ぼす影響を実験的に明らかにすることを目的として
います。
　本課題では、図１および図２に示すように、構造用合板の張り方を変化させた耐力壁を
製作した上で、これらの耐力壁を対象として面内せん断試験を行ないました。
　この実験結果から、合板釘打ち張り耐力壁の面内せん断性状におよぼす面材の張り方の
影響は非常に小さいこと、および、関連指針に示される新評価方法により評価した壁倍率
の値は旧評価方法に比べて低い値を示す傾向にあることなどが明らかになりました。
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課題の形態：

合板釘打ち張り耐力壁の面内せん断性状に及ぼす面材の張り方の影響

専門課程

研究

課程名：



＜図３ 荷重とせん断変形角の関係 (Type-A)＞

〒

（代表）

　図３に試験結果の一例として、荷重とせん断変形角の関係が示します。これらから、耐
力壁の面内せん断性状に及ぼす面材の張り方の影響を調べています。
　構造用合板の張り方を変化させた耐力壁の面内せん断性試験の結果から、次のことが明
らかになりました。
　①合板釘打ち張り耐力壁の面内せん断性状におよぼす面材の張り方の影響は非常に
　　小さいこと。
　②新評価方法により評価した壁倍率の値は、旧評価方法に比べて低い値を示す傾向
　　にあること。
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課題の成果概要

　本実習においては、木造軸組工法に関する工法全般の技術および構造工学に関する知識
を関連付けることを意識しながら、実習を進めました。試験体の作成に際しては施工関連
の技術が必要であり、実験および結果の検討においては構造関連技術が必要となりまし
た。
　本課題においては、学生の木造軸組工法に関する技術と知識の総合力を向上させること
ができたものと考えられます。


